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〇Ａ，Ｂの２つのグループに分かれ、それぞれ７つの発表を行った。それぞれが、タブ
レットを使いながら、クイズを取り入れるなど、相手に自分の考えを伝えるための工夫が
なされていた。お互いに助け合う場面も何回か見られた。
〇廊下には、子どもたちが粘土で作った海の生物が展示してあり、書道の題も「海」と
なっており、年間を通して海洋教育に取り組んだことが伝わってきた。
○終了後の協議で、「探求の質の高さが、他の児童の集中を生む」という評価があった。

参加者
南下浦小学校児童28名、教職員2名、研究所職員1名、教育委員会職員1名、
市内教職員14名、その他5名

指導者
国立教育政策研究所　五島政一氏、東京大学海洋アライアンス　鈴木悠太
氏、田中隼人氏

日　時 平成２９年 ２月１７日(金) １３：３０～１４：１５
場　所 南下浦小学校３年１組教室

2017/2/21 作成

概要
小学校３年

総合
南下浦小学校の３年生が、１年間取り組んできた海に関する授
業のまとめの発表会を行った。

協力｢１年間の成果を発表しました｣

3. 内　容
Ａ，Ｂの二つのグループに分かれ、７つずつの発表が行われ、それぞれの発
表を聞きあった。

実施内容

実施校

目　的
１年間学んできた海に関する授業のまとめとして、それぞれのテーマで発表
し合うことを通して、相手に自分お考えを伝える場とする。

三浦市立南下浦小学校




